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,．はじめに
ジオパーク認定の動きが，近年世界各地で盛んであ
る。学術的に重要な地域の地形や地質を「大地の遺産」
として扱うジオパークの取り組みは，ヨーロッパを中
心に広まってきた。遺産の保全や保護を主要な目的と
する世界遺産に対して，保全・保護のみならず遺産の
活用を通じた地域振興をも包括するジオパークは，従
来，一般にはなじみの薄い地形や地質といった地域資
源に対する新しい管理や活用の在り方として注目され
ている。ジオパーク認定の動きは日本でも例外ではな
く，2014 年 9月現在，世界ジオパークネットワークに
認定された7つの地域の世界ジオパークを含む36地域
のジオパークが存在している（図 1）。
ジオパークの認定数の増加にともない，ジオパーク
に関する学術研究も盛んとなっている。とりわけ，日
本のジオパークが 2008 年に最初に認定されたことを
契機として，ジオパークに関する研究事例も多くみら
れるようになっている。例えば，今岡（2009）は島根
県の神西湖を事例として地質学の観点から，環境面の
持続性をともなうジオパークの可能性について議論し
ている。また，岡本（2009）は，山陰海岸ジオパーク
の観光資源について，先に日本ジオパークに認定され
た糸魚川ジオパークにおけるヒスイの事例と比較し，
鉱物資源をプロモーションすることで，その付加価値
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（日本ジオパークネットワークホームページより）
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を高めることがジオパークの発展に不可欠であると指
摘した。概して，日本のジオパーク活動が始まった当
初においては，ジオパーク計画の妥当性やジオパーク
の地域資源の分析に関する研究が多かった。
その後，2011年には「地学雑誌」において「ジオパ
ークと地域振興」特集が組まれ，ジオストーリーの構
築に関するものを中心として研究論文が寄せられた。
そこには，オーストラリアのジオパークの現状を捉え
た菊地・有馬（2011）やジオパークを通じた地域多様
性の理解について論じた河本（2011），ジオパークにお
ける自然地理学の寄与と人材育成および地域振興との
関係性を述べた小泉（2011）などの人文地理学と自然
地理学の両方の分野からの論考が収録されている。と
くに，大野（2011）は，地形・地質といった地球科学
的な資源を，歴史や文化，社会事象といった人文・社
会的な事柄と動植物などの生態学的な資源を有機的に
結びつけるジオストーリーを構築することがジオパー
クにおける教育やツーリズムの場面において重要であ
ることを示した。この「地学雑誌」特集号を契機とし
て，ジオパーク研究はジオパーク内の地域資源のネッ
トワークやその支持基盤となるジオストーリーに関す
るものが増加し，より実践的なものがジオパーク研究
の潮流となっている。
これら一連の研究を受けて柚洞ほか（2014）は，ジ
オパークを「自然現象と人文現象の相互関係に着目」
する「地理学的な視点」のうえに成立するものとし，
「地域を構成するさまざまな事象の関連性を議論して
きた地理学者」がジオパークにおけるストーリー構築
に重要な役割を果たすことができると述べている。さ
らに，ジオストーリーの概念については定義が未だ不
確定であり，地理学者が積極的に議論していく必要性
があることも指摘している。とりわけ，ジオパークを
観光資源として利活用する場合，自然現象に由来する
自然資源と人文現象に由来する人文資源を兼ね備えた
地域資源がジオストーリーにとって非常に重要となっ
てくる。そこで，本研究では人文資源と自然資源を兼
ね備えた地場産業である酒造業とそこで醸造される日
本酒に焦点をあて，それらのジオストーリーへの有効
活用への可能性について議論していく。なお，本研究
におけるジオストーリーの定義は大野（2011）が示し
た，「地域の歴史や文化・産業，さらには生態系や動植
物と，地球科学とを有機的に関連づけることによって，
そのとっつきにくさを払拭し，ジオパークの見どころ
を物語にして観光客や地域住民に伝えるもの」とする。
他方，菊地・有馬（2011）では「オーストラリアのブ
ルーレイクジオサイト周辺の石灰岩土壌地帯において
ブドウ栽培が盛んであり，ワインに関連した農業景観
や食文化が楽しめる」という地域の地形・地質と産業・
生活文化との関係性を知るジオストーリーの構築が紹
介されている。本稿において検討する酒造業を取り込
んだジオストーリー構築も，地域の産業と地球科学的
な資源を結びつけることから食文化と地質学的な資源
を結びつけた菊地・有馬（2011）を参考に検討する。
本稿は以下のように構成される。まずⅡで各ジオパ
ークのパンフレットやホームページを参考にして，日
本のジオパークにおける酒造業との関係性や紹介のさ
れ方を概観し，事例とする糸魚川ジオパークの位置づ
けを示す。Ⅲでは，糸魚川ジオパークのジオサイトや
ジオツーリズムの実態を示しつつ，ジオストーリーを
構築するにあたっての課題を提示する。Ⅳでは，具体
的に，酒造業者への聞き取りや，各種資料をもとに酒
造業を取り込んだジオストーリーの構築の可能性を導
く。Ⅴでまとめとして酒造業を取り込んだジオストー
リーによるジオパーク構造をモデル図で示した。
Ⅱ．日本のジオパークにおける酒造業
日本の 33 地域のジオパーク（2014 年 7 月現在）を
対象に，そのホームページとパンフレット，およびそ
れぞれの推進協議会の聞き取り調査から，日本酒に関
する記述や事項を抽出した。その結果，アポイ岳，ゆ
ざわ，糸魚川，白山手取川，下仁田，隠岐，室戸，阿
蘇，島原半島の各ジオパークにおいて日本酒に関する
記載がみられた（表 1）。
表 1によれば，「水」をジオパークのテーマやストー
リーに取り込んでいる白山手取川ジオパークやゆざわ
ジオパークにおいて大地と日本酒との関係がみられた。
ゆざわジオパークは，日本ジオパークネットワーク加
盟申請書において，ゆざわの清水をテーマの一つとし
て掲げ，その上質な水を活用した商品として日本酒を
位置づけている。また，ジオツアーのモデルコースの
なかに酒蔵見学が組み込まれており，実際に酒蔵で醸
造される日本酒を味わうことのできるジオツアーが設
定されている。白山手取川ジオパークでは，白山市内
の 5 つの酒蔵が白山菊酒呼称統制機構注1)を創立し，独
自のブランドを築き上げている。白山手取川ジオパー
クのパンフレットにおいても「水」資源という恵みを
利用した酒造業としての白山菊酒の醸造が紹介されて
いる。
他方，糸魚川ジオパークや島原半島ジオパークにお
いても，ジオパークの公式ホームページのリンクから
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日本酒に関する記載にアクセスすることができる。糸
魚川ジオパークでは，ホームページのリンク先である
糸魚川市公認の観光ポータルサイト「いといがわベー
ス」に日本酒に関する記載がある。そこでは，「良質な
酒米と良質な水に恵まれるという酒造りに適した自然
と風土の中，越後杜氏が精魂込めて造り上げた『美酒
の里いといがわ』五つの酒蔵」という説明書きととも
に 5つの酒蔵が紹介されている。島原半島ジオパーク
では公式ホームページ内のリーフレット「ありえ蔵め
ぐり」に 2つの酒蔵の紹介がある。その他のジオパー
クについては，酒蔵の紹介に関する記述や事項はない
ものの，ジオパーク関連商品としての日本酒の商品名
に「ジオパーク」を入れているものや，大地の資源と
しての原料を意識した日本酒のネーミングのものが存
在している。
このように各ジオパークとも，大地の恵みとしての
「水」や「米」を日本酒という媒体を通じてブランド
化や商品化している。しかし，地層や岩盤に由来する
水質や原料米の詳細やジオパークにおける酒蔵の役割
についてはあまり言及されていないのが現状である。
表 1 日本のジオパークにおける酒造業の紹介例
ジオパーク名 蔵元名 記載元　酒の紹介例
池田屋酒造
加賀の井酒造
猪又酒造
田原酒造
渡辺酒造
吉田屋
浦川酒造
アポイ岳 田中酒造
公式HPの「関連おすすめ商品」
様似産の特別栽培米(ほしのゆめ)
からつくった純米酒
阿蘇 山村酒造
(霊山)
公式HP「ジオパーク関連商品」
阿蘇の水・米・人が育んだ
「阿蘇の酒」
下仁田 森川酒造 公式HP「ジオパーク関連商品」
金谷酒造
菊姫
小堀酒造
車多酒造
吉田酒造
隠岐 隠岐酒造
隠岐酒造のHP内にて銘柄を紹介
「隠岐世界ジオパーク純米酒」として
室戸 土佐鶴酒造
酒卸売業者のHPにて
「室戸ジオパークの恵み純米酒」販
売
両関酒造
木村酒造
秋田銘醸
霧島 焼酎 公式HPに霧島焼酎の記述あり
ゆざわ
白山
島原半島
糸魚川
公式HPから「いといがわベース」へ
お土産「地酒編」として５酒蔵記載
公式HPからリーフレット紹介ページ
「ありえ蔵めぐり」に２酒造記載
パンフレットに白山菊酒の紹介
公式HPモデルコースに記載
協議会事務局によるブログで酒蔵を
紹介
（ホームページ，パンフレットおよび聞き取り調査より作成）
また，酒造業が立地しているのにも関わらず，それ
らの地場産業が見学地であるジオポイントとして選定
されている事例も非常に限られている。日本酒の酒造
業については全国に立地しているため，その他のジオ
パークにおいても酒造業や日本酒を切り口としたジオ
ストーリーの構築やジオツーリズムの展開は可能であ
る。そこで，本研究は糸魚川ジオパークを事例として，
酒造業を切り口としたジオストーリーの構築を検討す
る。糸魚川ジオパークは，世界ジオパークに指定され
ていることに加え，領域の範囲において日本のジオパ
ークで最も多い 5つの酒造業者を有している。しかし，
その一方で酒造業を取り込んだジオストーリーは十分
に形成されていない。したがって，糸魚川ジオパーク
は地場産業や観光資源としての酒造業を取り込んだジ
オストーリーの可能性を議論するのに適した地域であ
るといえる。
Ⅲ．糸魚川のジオツーリズムの現状と問題点
糸魚川ジオパークのジオサイト
糸魚川ジオパークはフォッサマグナや糸魚川―静岡
構造線に代表される変動帯にあり，日本最大のヒスイ
の産地であることがジオツーリズムの素材としての基
本になっている。糸魚川ジオパーク内には 24のジオサ
イトが選定されている。それらは地形・地質資源と地
域資源との関わりから「ヒスイに関係の深いジオサイ
ト」，「姫川・糸魚川―静岡構造線，フォッサマグナに
関係するジオサイト」，および「山間地のジオサイト」
の 3 つのグループに大きく分けられている。24のジオ
サイトそれぞれにはテーマとストーリーが設定されて
おり（表 2），ヒスイに関係の深いジオサイトは，市振，
親不知，青海海岸，青海川ヒスイ峡，小滝川ヒスイ峡，
糸魚川海岸，美山公園・博物館である。姫川・糸魚川
―静岡構造線，フォッサマグナに関係するジオサイト
は，今井，糸魚川―静岡構造線と塩の道（北部），姫川
渓谷（大糸線），糸魚川―静岡構造線と塩の道（南部），
姫川渓谷，月不見の池，弁天岩，神道山，筒石・浜徳
合である。他方，山間地のジオサイトは，マイコミ平，
橋立金山，栂海新道，蓮華，海谷渓谷，雨飾山，焼山，
権現岳である。それぞれのジオサイトでは，テーマに
即した複数のジオポイントが選定され，それらに基づ
いてジオストーリーがつくられている。糸魚川ジオパ
ークでは，ジオサイトはテーマとストーリーをもった
複数の見学地や地域資源を有する地理的領域として，
ジオポイントはジオサイト内の見学地や見るべき個々
の資源として定義されている（竹之内 2011）。
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ヒスイに関係するジオサイトでは「ヒスイと化石と
芭蕉の宿場町」をテーマとする市振ジオサイトが典型
的なジオツアーを提供しており，その代表的なジオポ
イントとして市振海岸がある。砂利海岸であるため，
ヒスイをはじめ，化石やさまざまな岩石の採集に適し
ている。また，芭蕉が宿泊した桔梗屋跡や関所跡など
の歴史資源もジオポイントとして選定されている。市
振はかつて親不知の西に位置する宿場町として賑わい
をみせた場所で，歴史を感じられるジオサイトである。
小滝川ヒスイ峡も糸魚川ジオパークを代表するジオ
サイトの一つである。主なジオポイントとして明星山，
小滝川ヒスイ峡，高浪の池，ヒスイ峡フィッシングパ
ークの 4つが選定されている。小滝川ヒスイ峡は 1939
年に発見された日本最古のヒスイ峡であり，国の天然
記念物に指定されている。ヒスイ峡は日本各地の遺跡
から出土するヒスイの由来を決定した重要な場所であ
り，糸魚川がヒスイの町になったはじまりの場所でも
ある。ヒスイ峡に接している明星山は 3億年前のサン
ゴ礁が変化した石灰岩の山である。高浪の池は赤禿山
の地すべりにより形成された。池の背後には，大正か
ら第二次世界大戦頃まで稼働していた小滝炭鉱跡がみ
られる。このように 2つのジオサイトではヒスイのジ
オポイントを中心としながらも，歴史的・文化的な地
域資源や遺跡をジオポイントとして指定し，それらを
ジオストーリーに取り入れることでジオサイトの多様
性が担保されている。
姫川・糸魚川―静岡構造線，フォッサマグナに関係
するジオサイトでは，糸魚川―静岡構造線と塩の道（北
部）が代表的な見どころになっており，糸魚川―静岡
構造線を人工的に露出させた断層露頭がジオストーリ
ーの中心的な役割を担っている。断層露頭や枕状溶岩
といったジオポイントを結んでいる散策道がフォッサ
マグナパークとして整備されている。塩の道は，姫川
の水害の危険を避けるために，このジオサイト付近で
は山の中を通っている。そこでは歩きやすくするため
に人工的にＵ字状に道を削り取った「ウトウ」を見る
ことができ，先人の自然を克服する知恵を感じること
ができる。
弁天岩ジオサイトでは「海底火山がもたらした海洋
文化」がテーマとなっている。ジオポイントである弁
天岩やトットコ岩は約 100万年前にフォッサマグナの
海底に生じた火山噴出物からできたものである。海底
の火山噴出物は良き漁礁をつくりだし，能生漁港から
は新鮮な地魚が水揚げされる。また，この漁港で水揚
げされるベニズワイガニは糸魚川沖に南北に伸びる富
山トラフの 1000ｍの深海に生息している甲殻類であ
る。富山トラフは陸域のフォッサマグナの延長と考え
られている。ジオポイントである白山神社は弁天岩の
信仰のもとに建立された。境内の樹林は対馬暖流の影
響を受けて寒地性の樹木と暖地性の樹木が混ざり合う
独特な森林が形成されている。そこには北陸が北限で
ある南方性のヒメハルゼミが生息している。このよう
に，弁天岩ジオサイトでは，弁天岩と信仰の対象とし
ての白山神社，および地域の生態系などの複数のジオ
ポイントを組み合わせて，地形・地質資源と文化資源，
および生態的資源がストーリーとして有機的に結びつ
けられている（図 2）。
表 2 糸魚川ジオパークにおける 24のジオサイト
ジオサイト名 テーマ ジオサイト名 テーマ ジオサイト名 テーマ
市振 ヒスイと芭蕉と化石の宿場町 今井
不動滝とフォッサマグナが
できたころの岩石
マイコミ平 カルスト地形と高山植物
親不知 断崖の街道と東西文化
糸魚川―静岡構造線
と塩の道（北部）
巨大断層に沿う塩の道 橋立金山 糸魚川最大の金鉱山跡
青海海岸 縄文人のヒスイ海岸 姫川渓谷（大糸線） ローカル列車で渓谷探訪 栂海新道 日本海とアルプスをつなぐ登山道
青海川ヒスイ峡 地下深部の石たち
糸魚川―静岡構造線
と塩の道（南部）
巨大断層に沿う塩の道 蓮華 噴気帯と氷河がつくった湿原
小滝川ヒスイ峡
ヒスイのふるさとと
明星山の大岩壁
姫川渓谷 大隆起山地の浸食 海谷渓谷 海底火山の大断面
糸魚川海岸 消えた砂丘とヒスイ海岸 月不見の池 地すべり・棚田と石仏めぐり 雨飾山 日本百名山・久恋の山
美山公園・博物館 ジオパークの情報センター 弁天岩 海底火山が育んだ海洋文化 焼山 活火山における温泉と砂防
神道山 海底火山の山体と里山景観 権現岳 山間部の小さな不思議な変動帯
筒石・浜徳合 砂岩泥岩互層と漁村
ヒスイに関係の深いジオサイト 糸魚川―静岡構造線、フォッサマグナに関係するジオサイト 山間地のジオサイト
（糸魚川ジオパークホームページ，パンフレットおよび聞き取り調査より作成）
図 2 弁天岩ジオサイトでのジオツーリズム
（糸魚川ジオパークホームページより）
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山間地のジオサイトでは，通常は入山が規制されて
おり，日常的に入ることはできないマイコミ平ジオサ
イトが幻のジオサイトと呼ばれている。そこは年に数
回行われるガイドつきのツアーでのみ見学することが
できるジオサイトである。マイコミ平ジオサイトの特
徴は青海石灰岩からなる溶食凹地（ポリエ）である。
ドリーネ・ポノール・竪型洞窟などのカルスト地形が
発達している。国内における深度 4位までの竪型洞窟
がマイコミ平にある。多雪地帯であるため，ドリーネ
の底には夏でも雪が残る。ドリーネの中では標高が下
がるほど気温が下がり，標高 2500ｍ級の高山植物が見
られる。
山間地のジオサイトにおいて権現岳ジオサイトは
「山間部の不思議な変動帯」というテーマを掲げ，1986
年の柵口雪崩や地すべり災害の歴史が学べるものとな
っている。権現岳は約 100万年前に上がってきたマグ
マが浅い場所で固まってでき，主にヒン岩より形成さ
れている。雪崩防護柵や雪崩誘導堤などの減災，防災
施設もジオポイントとして選定されているのが特徴的
である。また，柵口雪崩で亡くなられた方々を慰霊し
ている雪崩慰霊碑や，権現岳の斜面にみられる雪崩溝，
および地すべり滑落崖などのかつての災害の跡もジオ
ポイントになっている。一方で地すべり地形の上には
棚田が大地の恵みとして広がり，権現岳のマグマの熱
のおかげで柵口温泉という大地の恵みも享受すること
ができる。コンパクトなエリアにおいて自然の脅威と，
人々が自然と共生している姿がジオストーリーに盛り
込まれている。
糸魚川ジオパークにおけるジオツーリズムの展開
糸魚川ジオパーク推進協議会が主催となって実施す
るジオツアーは 1つまたは 2つのジオサイトを巡るこ
とで催行されている。例えば，2014 年 7月には糸魚川
―静岡構造線と塩の道（北部）ジオサイトと小滝川ヒ
スイ峡ジオサイトを訪れるジオツアーが実施された。
協議会が主催するジオツアーでは糸魚川市教育委員会
の学芸員がガイドを務めている。ジオツアーによって
は，外部から招いた講師にガイドを依頼することもあ
る。ジオツアーでは，ジオサイトの主要なジオポイン
トを巡りながら，ヒスイやフォッサマグナといった糸
魚川ジオパークの主要なテーマを学習していく。ジオ
ツアーにおいてジオサイトをめぐる際，ジオポイント
以外の動植物や地域の伝説などの情報も解説されるこ
ともあり，ジオサイトにおけるジオストーリーが新た
な地域資源の追加とともに見直されることも少なくな
い。また，ジオツアーにおいては，ジオサイト内のジ
オポイントだけでなく，さまざまな地域資源について
の解説も受けられる。さらに，ある現象について説明
する際に，派生的に他のジオサイトの地域資源を交え
て語られることもあり，実際のジオツアーにおいては
より幅広い地域資源を包摂したジオツーリズムの運営
が行われている。
以上に述べてきたように，糸魚川ジオパークにおけ
るジオツーリズムの運用はテーマ性やストーリー性を
もったジオサイトを基本的な単位として展開されてい
る。糸魚川ジオパークでは「ヒスイ」と「糸魚川―静
岡構造線とフォッサマグナ」の 2つの地球科学的なテ
ーマを中核に，動植物や歴史・文化などの地域資源を
組み合わせてジオストーリーを構築している。
糸魚川市では 1980 年代から地球科学的な資源を前
面に出した地域づくりが実施されてきた。1987 年に，
糸魚川市が打ち出した「フォッサマグナと地域開発構
想」により，フォッサマグナミュージアムの開館，そ
して現在の 24 のジオサイトにつながる野外博物館の
整備が進んだ。地形・地質などの地球科学的な資源と
文化的な地域資源を結びつける活動は 1990 年ごろか
ら行われてきた。構想に沿って博物館や野外見学地の
整備をするにあたり，専門職である学芸員の役割は大
きく，現在のジオパークの運営においても同様である。
糸魚川市では地質学や鉱物学，古生物学といった地球
科学分野の専門家，また歴史学や考古学などの人文科
学分野の専門家が 1990 年代から学芸員として従事し
てきた。そのため，糸魚川ジオパークでは 24のジオサ
イトの設定において，地球科学的な資源と文化的な資
源を組み合わせたジオストーリーづくりと，それらを
活用した地域振興の取り組みが進んでいる（竹之内
2011）。
最後に，糸魚川ジオパークにおけるジオツーリズム
の課題を検討する。ジオサイトのジオポイントやジオ
ツアーでのガイド内容に関しては，地質だけに偏るこ
となく，歴史や文化的な内容も交えた活動が行われて
いる。しかし，ジオパークの活動の三要素の一つであ
る地域振興をより一層深めていくためには，地域の持
続的な経済発展の視点は外すことはできない。ジオパ
ークでは，ジオ土産などの名称で地場産業の品々を紹
介している。日本酒などの地酒はジオパークの地場産
業の品で最も主要なものである。地場産業は，長らく
地域に根づいてきた産業であり，とりわけ酒造りは「水」
や「米」といった原料の関係で地域との結びつきが強
い。酒造業をはじめとした地場産業は地域の自然環境
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や社会環境といった地域要素に立脚して成立している。
つまり，ジオストーリーの題材に産業的な視点を入れ
ることにより，ジオサイトのジオストーリーに一層深
みが増すと考えられる。しかし，ジオパークのジオス
トーリーに地場産業が取り込まれた事例は多いとはい
えない。したがって，地場産業をジオストーリーに取
り込むことは将来的な課題の一つとなっている。
そこで，糸魚川ジオパークの 5 つの酒造業者を取り
込んだジオストーリーの構築とジオツーリズムの可能
性について検討する。具体的な方法としては，5 つの
酒造業の立地と，酒造りの原料となる水および米に着
目し，地場産業としての酒造業の有する地域要素と地
球科学的な資源の関係性を導く。そのため，酒造業者
やフォッサマグナミュージアム学芸員への聞き取り調
査やジオパークおよび酒造業に関わる内部資料による
文献調査から，酒造業と地形および地質との関係性を
明らかにする。
Ⅳ．酒造業を取り込んだジオストーリーの可能性 
酒造業と地形の関係
糸魚川は北陸地方を東西に結ぶ北陸道の宿場町とし
て繁栄した歴史がある。他方，糸魚川は太平洋側と日
本海側の南北の交易ルートである塩の道の北側の起点
でもある。そのため，糸魚川は歴史的に人々が交わる
結節点であり，宿場町として人々が滞在する場所であ
った。その背景には，東，西，南とも急峻な山々に囲
まれているという地形的な要因がある。とくに糸魚川
市街地の西側の親不知は北陸道の中でも相当な難所で
あったため，糸魚川は厳しい道中に備える場所として
の機能があった。人々が集い，滞在して夜を明かすこ
ととなった場合，酒の消費も当然ながら発生する。糸
魚川には江戸時代から続く酒造業者が 2軒あり，いず
れも現在の糸魚川駅近くの市街地に立地している。そ
のうちの一つである A 酒造は，創業が 1650（慶安 3）
年の江戸時代初期から続く造り酒屋で，江戸時代には
加賀前田藩糸魚川本陣もA酒造に設けられていた。同
じ市街地に立地するB 酒造は 1812（文化 9）年の創業
である。塩の道の起点近くに立地し，現在でも地元で
多く飲まれている日本酒銘柄の酒造業者である。C 酒
造は 1897 年の創業で糸魚川市街地の東側に立地して
いる。C 酒造の先祖は酒造の近くを流れる海川の中上
流部の集落の農家であったが，分家として北陸道近く
の現在の地に造り酒屋を開いた。
A・B・C の各酒造ともかつての街道筋であった北陸
道もしくは塩の道に沿った海岸平野に現在も立地して
いる。糸魚川での酒造業の発達は宿場町として人が滞
在するようになったことが大きな要因であるが，その
背景に糸魚川を取り囲む急峻な山々が織りなす地形的
な要因があることに，大地との関わりのストーリーを
見出すことができる。
他方，根知谷という小さな谷戸に立地するD酒造は，
谷戸の地形を活かした酒造りを行なっている。酒造用
の原料米はすべて根知谷で収穫したものを使用してい
る。根知谷は緩斜面の地形の上に，水田が広がってい
る。そのため谷戸の上流部で根知川の水を取水した水
は斜面上部の水田から緩斜面の地形に沿って下部の水
田まで常に新鮮な水が流れ込む。さらに根知谷の地形
によって流れ込む適度な海風と山風が稲の病虫害を防
いでいる。他方，E 酒造は糸魚川の市街地から東側へ
4～5 ㎞離れた早川沿いの月不見の池ジオサイトの北
端に近接して立地している。E 酒造の周辺では早川の
谷筋に沿った低地において水田耕作が盛んである。そ
の谷筋ではE酒造の蔵人が所有する水田もあり，そこ
で夏場は冬場の酒造りに使用する酒造好適米を栽培し
ている。
D，と E の各酒造業は市街地から内陸に進んだ丘陵
地帯の谷戸や，河川の低位段丘面に立地している。こ
のように，D，E の酒造業では米作りが谷内田の地形
によって支えられ，その良質な酒造好適米を使用した
酒造りが行われている。つまり，これらの酒造業を通
酒造名 ジオサイト 水質 採水方法 ジオストーリー
㻭 糸魚川海岸 硬水 自家井戸
創業1650年当時から「酒は水次第」と水にこだわってきた。
新潟地酒では珍しい硬水を使用。
㻮 塩の道北部 硬水→軟水 自家井戸
自家井戸からくみ上げた硬水をろ過機を使用して軟水として使用。
割水には硬水を使うことも。
㻯 糸魚川海岸 軟水/（中硬水） 天然湧水
自家井戸は水量大幅減で断念。
名水といわれる市野々の天然湧水をタンクローリーで運んで使用。
㻰 姫川 軟水/（中硬水） 自家井戸
根知谷で米作りからはじめ、
酒蔵の裏山である城山の伏流水を井戸からくみ上げて使用。
㻱 月不見の池 硬水 天然湧水
ジオサイト「月不見の池」の湧水と同じ水を仕込みに使用。
硬水の良さを生かした酒造り。
（パンフレットおよび聞き取り調査より作成）
表 3 糸魚川ジオパークにおける 5つの酒造業者
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じて，地形と酒造業の関係性をジオストーリーとして
学ぶことができる。
酒造業と地質の関係
酒造りは，良質な酒造用水が得られる場所に立地で
きることが重要である（青木 1998）。特に，「硬水」で
あるか「軟水」であるかは酒造りに最も影響してくる
要因である。「硬水」はマグネシウムやカルシウムなど
のミネラルが多い水のことで，これらが多い水では醪
の発酵が早く進み，辛口の酒ができやすい。一方のミ
ネラルの少ない「軟水」による酒造りでは，醪（もろ
み）の発酵がゆっくりと進むため「女性的」と表現さ
れるような口当たりのやさしい味わいなる。このよう
に，醸造過程の発酵の速度や日本酒の味わいに影響す
る酒造用水の性質は，地質による影響を受けて，その
性質が決定されている。
糸魚川の 5 つの酒造業者の酒造用水の性質と，その
性質の決定に寄与している地質を検討する。糸魚川市
街地に立地するA酒造とB酒造は敷地内の自家井戸か
ら地下水を汲み上げて酒造用水としている。A酒造と
B 酒造が立地している付近の地下には姫川の伏流水が
通っている。この姫川の伏流水は，カルシウムを多く
含む「硬水」である。姫川の上流には炭酸カルシウム
が豊富な地質である明星山などの石灰岩体が存在する。
つまり、それらの石灰岩体を通った硬度の高い水が下
流部の姫川にも流入し，そのような水が伏流水となり，
A 酒造やB 酒造でくみ上げられている。A酒造は「硬
水」の良さを活かした酒造りを行なっているが，B 酒
造は汲み上げた「硬水」の水を硬水軟化装置で「軟水」
にして使用している。
他方，同じ糸魚川市街地に立地するC酒造では約 20
年前までは自家井戸から汲み上げた「中硬水」を酒造
用水として使用していた。しかし，北陸自動車建設に
ともなう土木工事により自家井戸の水量が減少し，酒
造用に安定供給することが困難となった。そのため，
現在では頸城駒ヶ岳の山麓の「市野々」の「軟水」の
性質を示す天然湧水が使用されている。頸城駒ヶ岳は
安山岩の山であるため，安山岩を構成する長石や角閃
石という鉱物にカルシウムやマグネシウムが含まれ，
「硬水」をつくりだす要因となっている。しかし，市
野々付近は広く堆積岩の地質で覆われていることから
駒ヶ岳の安山岩の影響が薄まることとなり，「軟水」の
湧水が湧いている。
大糸線の根知駅近くに立地するD酒造は糸魚川―静
岡構造線の真上に位置している。糸魚川―静岡構造線
よりも東側はフォッサマグナと呼ばれる比較的新しい
地質で構成され，西側は 2億年以上前の古い地質が多
くみられる。D 酒造では 3 本の井戸が掘られており，
酒造用には 3本目に掘った「軟水」のものが主に用い
られている。「軟水」の地下水は糸魚川―静岡構造線よ
りも西側の古い地質を通ってきた水である。「中硬水」
の性質を示す 2番目の井戸の水は糸魚川―静岡構造線
よりも東側のフォッサマグナを通ってきたものである。
D 酒造の西側には安山岩の地質がみられ，「中硬水」の
水質に寄与している。月不見の池ジオサイトに近接す
るE酒造は，月不見の池に「水」を供給している湧水
と同じ「水」を用いて酒造りを行なっている。月不見
の池の水質を含め，この水は「硬水」である。「硬水」
である要因としては，E 酒造の横を流れる早川の上流
部の大部分が火成岩である安山岩の山で構成されてい
るためである。早川の源流である焼山，月不見の池の
北側に位置する烏帽山，またE 酒造が立地している新
町付近も，安山岩の地質である。
以上に述べてきたように，酒造業は「水」を通して
地質と深い関係にあり，酒造業者は地質に特徴づけら
れた「水」を活かした酒造りを行なっている。酒造業
を取り込んだジオストーリーは，酒造用水の性質と，
その要因となる地質を結びつけることで構築すること
ができる。糸魚川の 5つの酒造業者の「水」とジオス
トーリーをまとめたものが表 3である。
実際に，酒造業を取り込んだジオストーリーを活用
したジオツーリズムとして B 酒造を事例に検討する。
B 酒造は銘柄が塩の道にちなんでおり，糸魚川―静岡
構造線・塩の道（北部）ジオサイトのジオポイントの
一つとして取り込むことができる。塩の道の起点の近
くにB 酒造は立地しており，店先の銘柄の看板も観光
C酒造
A酒造
海川
図 3 酒造業を取り込んだジオツーリズム
（糸魚川ジオパークホームページに筆者加筆）
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資源としての魅力になっている。
従来の糸魚川海岸ジオサイトはヒスイと歴史的なジ
オポイントだけで構成されていたが，図 3 のように A
酒造とC酒造を取り入れることでジオサイトの多様性
が増すことになる。特に，糸魚川駅を含む糸魚川海岸
ジオサイトは，糸魚川の玄関口としての役割があり，
地場産業である酒造業をジオポイントとして位置づけ
ることは日本酒を「大地の恵み」として扱っていく上
で欠かせない。なぜならば，日本酒はジオパークの「地
質」と「水」，および「米」によってつくられており，
地域の自然や人文を物語る産物だからである。さらに，
ジオサイトを運営する主体である住民は地元の酒造業
者が醸した地酒とは馴染みが深い。ジオポイントとし
て酒造業や日本酒に関連した地域資源を取り込むこと
は，住民に取ってはジオサイトをより身近な対象とす
ることができる。他方，観光客の視点としても，ジオ
ツーリズムのなかで実際に酒造りに関連する資源を見
学し，試飲を通して日本酒を体感することで，大地の
恵みを視覚以外の多くの感覚からも感じることができ
る。
酒造業を取り込んだジオツーリズムではジオサイト
の範囲外の地域資源との関連性も構築している。例え
ば，図 3ではC 酒造が新たなジオポイントとして取り
込まれたならば，C 酒造を含めたジオツーリズムでは
海川に沿って上流へ進むことができ，市野々の天然湧
水へとジオストーリーを広げることができる。他方，
A 酒造は加賀前田藩糸魚川本陣として歴史遺産でもあ
り，北陸道という街道の歴史にまつわる多くのジオス
トーリーへとつながっていく。A 酒造は姫川上流部の
地質の影響を受けた「硬水」の良さをいかした酒造業
者でもある。A 酒造をジオストーリーに取り込むと，
糸魚川の歴史に関わるジオストーリーと地質的なジオ
ストーリーが結びつく。具体的には，北陸道の宿場町
の歴史に関わる人文資源と石灰岩露頭である明星山の
自然資源がA酒造によってストーリーとして結びつく
のである。酒造業を取り込むことによって，さまざま
なジオストーリーが結びつけられ，ジオストーリーの
スケールもジオサイト内や外に，さらにジオパーク全
体のジオストーリーへと広がっていく。
Ⅴ．おわりに 
酒造業を取り込んだジオパーク構造を竹之内（2011）
で示されたジオサイト構造のモデル図を参考にして模
式的に示したものが，図 4である。それによると，糸
魚川ジオパークの構造は複数のジオサイトが分散する
多核的な構造を示していることがわかる。それぞれの
ジオサイトの内部は，遊歩道やモデルコースによって
見学地であるジオポイントが結ばれている。その背景
にはジオサイトを取り巻くジオストーリーが内包され
ていることに加えて，ジオポイントについてもそれぞ
れジオストーリーを有する多層的な構造を示している。
以上に述べたような仕組みが，糸魚川ジオパークに
おける従来のジオサイト構造であった。しかし，これ
まで考察してきたように，ジオストーリーに地場産業
としての酒造業が追加されることによって，ジオ資源
と関わってきた地域の生活文化や産業の歴史的側面の
ジオストーリーの密度が高まるだけでなく，酒造業が
根差すところの地域との関係をより強固にすることが
できる。つまり，酒造業がジオ資源となるだけではな
く，ジオサイトを運営する主体である住民とジオ資源
との橋渡しとしての役割を果たしうるのである。それ
により，ジオサイト内の来訪者および住民の社会的・
経済的流動がより活性化され，地域振興の側面におい
ても酒造業は大きく寄与することができる。
さらに，それぞれのジオサイトは幹線道路やバス・
鉄道などの公共交通機関によって結ばれているほか，
ジオサイト間の住民連携・交流により一体的なジオパ
ークを形成している。その背景にはジオパーク全体と
してのジオストーリーが存在している。また酒造業は，
元来，ジオサイトを越えたより広域な地域単位におい
ても商業ネットワークを形成しており，そのネットワ
ークを活用することも可能である。酒造業がジオパー
ク全体のジオストーリーにも取り込まれることによっ
て，ジオサイトのより高次なレベルにおいても住民と
ジオ資源との紐帯的役割が期待される。
図 4 酒造業を取り込んだジオツーリズム
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このように，糸魚川ジオパークにおいては日本酒と
いう商品自体が「水」というジオ資源に裏づけられて
おり，その日本酒を醸す酒造業者が「水」を「人」と
結びつける役割を果たしていた．この自然現象と人文
現象とが結びつく場所は，「水」と暮らしてきた地元住
民の歴史や文化に根づいたジオポイントとみることが
できる．このことは，酒造業をジオストーリーに取り
込むことが可能であることを示している．さらに，酒
造業をジオストーリーに取り込むだけでなく，地場産
業である酒造業のマルチレベルのネットワーク形成を
活用することにより，ジオサイトだけではなく，より
マクロなジオパーク全体においても地域振興を図るこ
とができる．本研究では酒造業を取り込んだジオツー
リズムの可能性を示すという，新しいジオツーリズム
を提言した。他方，本研究では酒造業を取り込んだジ
オツーリズムに関する観光客側の需要面のデータを示
すことができなかった。この点ついては，今後の課題
としたい。
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注
1)白山菊酒呼称統制機構は白山市内の清酒業者 5 社で構成さ
れている。白山の名水を用いて醸される高名な加賀菊酒の伝
統を受け継ぎ、本物の清酒を生み出す銘醸地としてさらに発
展せしめ、高品質と個性を保ちつつ味わいの向上と顧客満足
の向上を図ることが目的とされている。8 項目の品質基準が
設けられており、その一つに、原料水は白山・手取川水系の
自家井戸から採取したものであることが示されている。2005
年 12月 22日官報に，白山菊酒の原産地として白山市域を地
理的表示の保護地域として指定する国税庁長官告示が掲載
された。日本酒では初めての認定である（金沢市ホームペー
ジ）。
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